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７月１４日付けで九州総合通信局長に就任いたしました野津正明です。
これまで、宇宙関係業務に長く従事し種子島射場での衛星・ロケット打上げ

立会い等のため鹿児島県への出張が非常に多かったこと、妻の実家が久留米市
にあり福岡県を訪れる機会が多かったことなど、もともと九州にご縁がありま
した。

今回の勤務では、当局が所在する熊本県を始めとして、管内を広く探索し、
九州のＩＣＴの普及発展＝『ユビキタス九州』の実現に貢献するとともに、山
海の大自然に親しむなどして、一層ご縁を深めていきたいと思います。

着任後、管内各県をまわり、改めて認識したのは、九州は、多数の離島を有
するのはもとより、西に有明海が、中央部に名峰阿蘇山等の日本百名山が横た
わり、海岸線が複雑で起伏の激しい地勢であるということです。

このような地勢により、地上デジタルテレビジョン放送を行う上で厳しい条
件が課せられており、他の地方に比べて数多くの中継局の置局、共聴施設の整
備などが必要不可欠となっています。

言うまでもありませんが、地上デジタル放送への完全移行は、『ユビキタス
九州』を実現する上で、光ケーブル網整備によるブロードバンドゼロ地域解消

や多様な分野でのＩＣＴ利活用促進とともに、必ず達成
しなければならない重要施策です。
２０１１年７月のアナログテレビ放送の停波まであと

２年を切りましたが、局の全力を挙げて地上デジタル放
送の送受信環境整備等を推進して参りますので、皆様の
ご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上
げます。



～2011年７月２４日にアナログテレビ放送は終了～

【お問合せ先】デジタル放送受信者支援室 TEL096-326-7807

九州総合通信局は、デジサポ、放送事業者、電器商業組合などと共同で、地上デジタル放送への完全移行まであと２年と

迫った７月２４日に、九州各地において国民の皆さまにデジタル化を理解していただくためのイベントを開催しました。

イベントには、「地デジカ」や「デジタルカ」などのキャラクターや各テレビ局の地デジ大使が参加し、イベントを盛り

上げるとともに、パネル展示や相談コーナーを設けデジタル化に向けての受信者の疑問に答える受信相談も行いました。

地上デジタル放送への完全移行まであと２年
～九州各地でＰＲイベントを開催～

福岡会場 北九州会場

佐賀会場

福岡市西鉄福岡
駅北口改札前
（ときめき広場）

今大人気の「地デジ
カ」もやってきて、地
上デジタル放送への
完全移行についてＰ
Ｒしました。

北九州市小倉リ
バーウォーク内

おなじみ「デジタルカ
ちゃん」も登場。
街行く子どもたちに
も、アナログ放送が
終了することを訴え
ました。

ＪＲ佐賀駅コン
コース内

地デジの普及キャ
ンペーンとして、チ
ラシを配って、地デ
ジ対応テレビやチ
ューナーの購入な
どをＰＲしました。

長崎会場

長崎市住吉中園
商店街アーケー
ド内

各放送局のキャラ
クターが勢揃いし
て、街行く人に地
デジへの移行を訴
えました。

宮崎会場

宮崎市宮崎山形
屋前

各テレビ局の地デ
ジ大使もかけつけ、
セレモニーのあと
地デジへの準備を
ＰＲしました。

鹿児島会場

鹿児島市天神ピ
ラモール天文館
本通り

各テレビ局の地デ
ジ大使が勢揃い。
「みんなでいこう！
地デジに移行！」
の横断幕でＰＲ。

熊本会場

熊本市上通りび
ぷれす広場

各テレビ局の地デ
ジ大使が、地デジ
への準備をＰＲす
るトークショーを行
いました。

国民的演歌歌手「北島三郎」さんが日本を元気にす
る「地デジで元気！音頭」を歌っています。次のＵＲ
Ｌで、視聴、ダウンロードできます。
http://www.dpa.or.jp/genki/song/

地デジ推進統一キャラクター「地デジ
カ」のパソコン用壁紙や携帯電話用の待
受画面がダウンロードできます。ご利用
ください。
http://www.nab.or.jp/chidejika/

お知らせ

http://www.dpa.or.jp/genki/song/�
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九州総合通信局は、熊本県、熊本市 、社団法人九州テレコム振興センターなど８

団体との共催により、７月２４日、２５日の２日間にかけて「熊本情報化フェア２０

０９」を開催しました。

本フェアは、情報通信月間行事の一環として開催されたもので、私たちの暮らしや

生活の様々な分野で利活用されている情報通信技術（ＩＣＴ）について理解を深めて

いただくことを目的に開催したものです。

フェアでは、情報通信機器の展示や実演を行うとともに、総務省情報流通行政局地

域通信振興課地域情報化推進室の青山室

長による基調講演をはじめとする５つの

講演会などが行われました。

また初日は、アナログ放送停波までち

ょうど２年前ということから、熊本の各

放送局の地デジ大使により、地デジ完全

移行をＰＲするトークショーも行われま

した。

フェア開催の両日とも雨が降るあいに

くの天候でしたが、家族や親子連れなど

多くの来場者があり、各種イベントなど

で賑わいをみせていました。

九州総合通信局は、福

岡県内の田口軽運送（田

口正一）から申請のあっ

た特定信書便事業の許可

並びに信書便約款及び信

書便管理規程の認可につ

いて、７月２１日付で許

可及び認可を行いました。

今回の許可に伴い、九

州管内に主たる事業所が所在する特定信書便事業者は、下表

のとおり４８事業者となりました。

【お問合せ先】無線通信部航空海上課 TEL096-326-7831

【お問合せ先】情報通信部情報通信振興課 TEL096-326-7825

特定信書便事業の許可等
～九州管内は４８事業者に～

【お問合せ先】信書便監理官 TEL096-326-7847

【交付式の模様（右：野津局長）】

船舶の海難防止に向けた
講演会を開催

熊本情報化フェア２００９を開催
～ＩＣＴでもっと楽しく、もっと便利に！～

【親子で熱心にＦＭラジオを製作】

【地デジ大使によるトークショー】

【フェア開幕のテープカット】

総務省 九州総合通信局「Ｐａｌｅｔｔｅ」編集委員会
〒860-8795 熊本市二の丸１番４号 TEL 096-326-7810 FAX 096-356-3523  URL http://www.soumu.go.jp/soutsu/kyushu/

県名 事業者名

福岡県 バイクエクスプレス(有)、フクオカサイクルメッセンジャー、(株)ボナシステムズ、
(有)ＴＡＳ九州、(株)オートソクハイ、ラック通運(株)、北九州電報企業組合、九
州航空(株)、西日本急送(株)、赤帽福岡県軽自動車運送協同組合、ピック
アップ、(株)西日本美装、ジェイアール九州メンテナンス(株)、九州電話運輸
（株）、北九州港運（株）、龍巳運送、九州西濃運輸(株)、西日本アシストサー
ビス、田口軽運送

佐賀県 特定非営利活動法人ＮＰＯ小麦の家、トランス・エアー・サガ（有）、伊万里運
輸（株）、西松浦通運（株）、（有）西原急便、社会福祉法人大空福祉会、社会
福祉法人まごころ会、富士警備保障(株)、コスモ(株)、特定非営利活動法人
つくしのさと、特定非営利活動法人ＮＰＯわかば

長崎県 赤帽長崎県軽自動車運送協同組合、長崎軽運送協業組合

熊本県 赤帽熊本県軽自動車運送協同組合、九州産交運輸(株)、(株)産交運輸物流
サービス、社会福祉法人熊本市手をつなぐ育成会

大分県 赤帽大分県軽自動車運送協同組合、別府電報サービス企業組合、（有）朋友、
社会福祉法人千仁会

宮崎県 赤帽宮崎県軽自動車運送協同組合、宮崎県電報サービス企業組合

鹿児島県 千石運送(株)、赤帽鹿児島県軽自動車運送協同組合、(株)おくやみネット、
（有）岩切運送、（有）林運送、（有）奄美行政センター

九州総合通信局は、７月２３日、第七管区及び第十管区海

上保安本部にご協力をいただき、「船舶の海難防止に向けた

講演会」を長崎市内で開催しました。

ここ数年、船舶の衝突事故や転落による死亡事故が多発し

ており、海上における船舶の安全な航行の確保及び海難事故

の未然防止策の強化がより一層求められています。

講演会では、まず第七管区海上保安本部交通部安全課の屋

宜専門官より「海難ゼロへの願い～九州周辺海域における海

難の現状と海難防止の取り組み～」と題して、具体的な海難

事故の状況や海難防止のために海上保安庁が取り組んでいる

普及啓発活動などについて紹介がありました。

つづいて、総務省総合通信基盤局電波部衛星移動通信課の

成瀬課長補佐から「新たな海上通信システムによる航行の安

全を目指して」と題して、特に小型船舶における新たな海上

通信システムの導入について紹介・説明がありました。

会場には

海事関係者

約５０名の

参加があり、

新しい海上

通信システ

ムと船舶の

海難防止へ

の認識が深

まった講演

会となりま

した。
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